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Abstract 
 

Two specimens (male and female) of Tosarhombus octoculatus (Teleostei: 
Pleuronectiformes: Bothidae) were collected from off Ishigaki-jima Island in the 
Yaeyama Islands on September and October 2022. This species was previously known 
from Tosa Bay, off Yaku-shima and Tanega-shima islands, East China Sea, Taiwan, and 
Philippines. The present two specimens collected from off Ishigaki-jima Island represent 
the first record of the species from the Yaeyama Islands. 
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はじめに 
 
ダルマガレイ科ヤツメダルマガレ

イ属 Tosarhombus は 3 種が知られ，日

本周辺からはヤツメダルマガレイ
Tosarhombus octoculatus Amaoka, 1969
のみが報告されている．ヤツメダルマ

ガレイは水深 200–500 mの大陸棚斜面

の上部から縁辺にかけて生息するこ

とが知られ，原記載である Amaoka 
(1969)により土佐湾産の標本に基づき

記載されて以降，国内では東シナ海，

屋久島・種子島沖，東シナ海，海外で

は台湾とフィリピンにも分布するこ

とが報告されている（山田ほか 2007；
椎名 2009；中坊・土井内 2013；大橋
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・本村 2011；尼岡 2016；Amaoka and 
Ho 2019）． 

2022 年 8 月 30 日および 9 月 30 日

に石垣島沖の水深約 200 m から 2 個体

（オスおよびメス）のヤツメダルマガ

レイが釣獲された．本報告は石垣島を

含む八重山諸島ならびに琉球列島南

部からの初めての記録となるため，こ

こに報告する． 
 

 
材料と方法 

 
計数と計測は Hubbs and Lagler 

(1958)および Amaoka et al. (1993)に従

った．標準体長は体長あるいは SL と

表記した. 色彩の記載はカラー写真に

基づく．本報告に用いた標本は琉球大

学理学部魚類学研究室（University of 
the Ryukyus, Ichthyological Laboratory: 
URIL）に保管されている. 
 
 
Tosarhombus octoculatus Amaoka, 1969 

ヤツメダルマガレイ 
(Figs. 1, 2; Table 1) 

 
標本. URIL 00050, 111.6 mm SL, オス，

八重山諸島石垣島西方沖，水深約 200 
m，2022 年 8 月 30 日，釣り，平坂 寛

採集；URIL 00155，104.1 mm SL，メス，

八重山諸島石垣島西方沖，水深 218 m，

2022 年 9 月 30 日，釣り，立原一憲採

集． 
 
標徴. 計数・計測形質は Table 1 に示し

た．体は卵円形で体高は高い．峡部の

先端は下眼の後縁下に達する．頭部の

背縁は両性で異なり，オスはメスより

著しく急角度に上昇する．尾柄は低い．

両眼は広いくぼみで分かれ，オスの両

眼間隔幅はメスより顕著に広い．オス

には前方を向く吻棘と眼窩棘がある．

口は大きく，主上顎骨後端は下眼の前

縁下を越える．上顎歯，下顎歯ともに

1 列．鋤骨は歯を欠く．鱗は有眼側で

細長い小棘をもった櫛鱗，無眼側で円

鱗．背鰭と臀鰭は伸長しない．オスの

有眼側の胸鰭は伸長するが，無眼側お

よびメスはしない．有眼側の腹鰭基部

前端は頬部の先端付近に位置する． 
有眼側は淡褐色で大小の淡黄斑が

頭部から体全体に散在する．両眼間隔

域の前の頭部外郭に沿って一列の 5つ
（URIL 00050，オス）または 4 つ（URIL 
00155，メス）の黄白色斑が並ぶ．無眼

側は一様に白い．有眼側の腹鰭基底長

は短く，有眼側の腹鰭第 3 軟条は無眼

側の腹鰭第 1 軟条と滞在する．  
 
分布. 本種は南日本太平洋沿岸からフ

ィリピンにかけての北西太平洋から

知られる（中坊・土井内 2013；尼岡 
2016；Amaoka 2019；Amaoka and Ho 
2019）．国内においては，土佐湾

（Amaoka 1969）ならびに東シナ海（山

田ほか 2007），琉球列島北部の屋久

島・種子島沖（椎名 2009；大橋・本村 
2011），同列島南部の石垣島沖（本研究）

から報告されている． 
 
備考. 本標本は標徴に示した形態形質

が Amaoka (1969)および尼岡（2016）
によって定義されたヤツメダルマガ

レイ属の特徴によく一致したため，本

属に同定された．ヤツメダルマガレイ

属には，土佐湾からフィリピンにかけ

ての北西太平洋に分布し，日本国内で

唯一確認されているヤツメダルマガ

レイ T. octoculatus のほか，ニューカレ

ド ニ ア 周 辺 海 域 に 分 布 す る
Tosarhombus brevis Amaoka, Mihara & 
Rivaton, 1997 お よ び Tosarhombus 
longimanus Amaoka, Mihara & Rivaton, 
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1997 ， Tosarhombus neocaledonicus 
Amaoka & Rivaton, 1991，西部インド洋

に 分 布 す る Tosarhombus nielseni 
Amaoka & Rivaton, 1991と Tosarhombus 
smithi (Nielsen, 1964)の 6 種が知られる．

本標本は，標徴に示した形態形質の組

み合わせが Amaoka (1969) および

Amaoka and Rivaton (1991)，尼岡（2016）
で示されたヤツメダルマガレイ T. 
octoculatus の特徴とよく一致するとと

もに，Amaoka and Rivaton (1991)および

Amaoka et al. (1996)で示された同属他

種の特徴と明瞭に異なることにより，

本種に同定された．なお，尼岡（2016）
や Amaoka and Rivaton (1991)は本種の

特徴として，有眼側の体色は一様に紫

青色であることを挙げており，これは

大小の淡黄斑が頭部から全体に散在

していた石垣島沖産の 2標本と明確に

異なった．カレイ目魚類は生息環境や

背地にあわせて体色を変化させるこ

とが広く知られていることにくわえ，

これらの標本と類似した体色をもつ

個体が台湾から報告されていること

から（Amaoka 2019; Amaoka and Ho 
2019），本報告においてはこれらを個

体変異とみなした． 
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Figures  1 
 2 

 3 
 4 
Fig. 1. Fresh specimens of Tosarhombus octoculatus collected from off Ishigaki-jima 5 
Island, Yaeyama Islands, Japan. Left: URIL 00050, male, 111.6 mm SL; right: URIL 6 
00155, female, 104.1 mm SL; upper: ocular sides; lower: blind sides. 7 
 8 

 9 
Fig. 2. Specimen of Tosarhombus octoculatus just after collected from off Ishigaki-jima 10 
Island, Yaeyama Islands, Japan. URIL 00050, male, 111.6 mm SL. 11 
 12 
 13 
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Table 1. Counts and measurements of Tosarhombus octoculatus 14 
 15 
 URIL 00050 URIL 00155 Amaoka and Ho (2019) 

Male Female n=16 

Standard length (mm) 111.6 104.1 90.5–161.8 
Total length (mm) 131.6 125.1 - 

Dorsal-fin rays 99 104 96–104 
Anal-fin rays 77 80 76–82 
Pectoral-fin rays ocular side 12 11 12–13 
Pectoral-fin rays blind side 11 10 10–12 
Pelvic-fin rays 6 6 - 
Caudal-fin rays 2+13+2 2+13+2 2+13+2 
Lateral line scales 63 64 59–66 
Gill rakers 0+8 0+7 0+6–8 

Measurements (%SL)  

Body depth 45.2  46.7  45.4–50.7 
Head length 26.6  26.2  25.1–27.8 
Snout length 5.2  5.0  - 
Upper eye diameter 7.9  8.5  - 
Lower eye diameter 7.9  8.5  - 

Interorbital width 11.1  6.1  9.1–12.9: males 
4.2–8.3 females 

Upper jaw length 8.1  8.3  7.8–8.9 
Lower jaw length 7.0  6.7  - 
Depth of caudal peduncle 10.3  10.0  9.4–11.1 

Pectoral-fin length of ocular side 28.7  17.8  22.4–31.4: males 
18.5–20.4 females 

Pectoral-fin length of blind side 11.3  10.9  - 
Pelvic-fin length 13.3  11.7  - 
Pelvic-fin base 8.0  8.3  - 

 16 

6 7


